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文献研究に よ る言 語発達 チ ェ ッ ク リス ト作成 へ の 試 み

　　　　本　保　恭　子

（ノ
ー

トル ダ ム 清 心 女子大学）

1　 は じ め に

　小 児 科外 来 や 児童 相談所 を 訪れ る 発達 初 期 の 小 児の

主 訴 と し て，　 「こ とば の遅 れ 」が 多 くみ られ る。訴 え

の 内 容は 均
一

で は な く．1） こ とば を 話 さ な い．話 し

こ とばの 数 が 少 ない ，2） こ とばの 理解 が悪 い ．3 ）

こ と ば以外 の 面 に も遅れ が み られ る 、4） 発 音が悪 い ．

赤 ち ゃ ん こ とば で ある．5 ）会 話 に な らな い，な どが

含 ま れ て い る。言 語発達 は 運動発 達以 上 に 個人差が 大

き い た め に ，ど こ まで が 正 常か を見極め る こ とが 困難

な場 合が しば しばあ る。しか し，こ と ばの 遅れの 中に

は，多 少 余 裕 を 持 っ て 対 策 を 考 え て も よ い もの や 特別

な配慮 や 治療 は 不要 な もの も ある が．至 急診断 して 対

策を講 じる べ き もの もある。した が ワ て ，こ れ らの 言

語 発 達 遅 滞 に っ い て 早期 に
　　　　　　　　　　　　　　　表 ⊥　 言 語 理 解 ，
鑑別診 断 し，適切 な 対応 が

な さ れる こ とが 言語 発達遅

滞児 の 予 後 に とって 重要 な

こ と と な る 。 そ こ で ，研究

者諸家 の 言 語発達遅滞 の早

期 鑑別 診断 に っ いて 文 献研

究 を 行 ワ た。

H　 言 語 発達 チ ェ ッ ク リ ス

ト作 成 へ の 試 み

　 言語遅 滞 と して 発 見 され

た もの の うち．そ の 後 精神

発 達 障 害 に 発 展 す る危 険性

の 高い 児 を ハ イ リス ク 児 と

して 把握 し，こ れ らケ ア の

必要 な児 と，そ の 後順 調 に

言 語獲得 して い く と予 測 さ

れ る ケ ア の 不要 な児 とに 大

き く鑑別す る ための 判 断基

準 を明 らか に しよ う と試 み，

言 語 発達チ ェッ ク リス

トを 作成 した。

1　 言 語理 解 ・
言 語表 出

・

対 人 関 係 ・行動面 か らみ た

言語 発達チ ェ ッ ク リス ト

　表 1 で は，月 年 に した が い 言 語理 解 ・言語 表 出 ・対

人 関 係 ・行動 に つ いて   〜  まで の チ ェッ ク リス ト項

目を設 け て い る。発 達 性 言 語障害 ・精 神遅滞 ・自閉症

の 3 群 の 言 語遅 滞 は 1歳 6 か 月 まで の 行動発 達 に 関 し

て，健 常児 とは 異 なり．  笑 う  喃語   泣 く  人 見 知

り  模倣   後追 い   活 発 さ  三 項 関係   ふ り 向 き  指

さ し  視線  他 児へ の 関心   多動 （緩慢 ） い う乳児 期

の行動特 徴が ある と考 え られ る。13項 目以 外 に．発 語

状況 と して は 　 1歳 6 か 月 まで に 単語 が 2 っ 以上 定 着

して い る か どう か も重要 なチ ェ ッ ク項 目で あ る。また

胎生 期 ・周 生 期 の 障 害 の 有 無、ひ きつ け ・大 病 な どを

した こ と が あ る か，両親 に 幼 児期 の 言 葉 の 遅 れが あっ

た か どうか の 項 目 も関連が ある。

　　　　　　言 語 表 出．対人 関 係 ，

言 語 発 達 チ ェ ッ ク リ ス ト

行動面か らみ た

月　齢 対人関係 発声活動

o ； ユ   あやすと声を出 して

笑い ますか 口い 11い孟

O ； 4   喃語があ りますか

（ア ー
ア
ー，ウ ー・ンー

等） 鳳IL いいえ

0 ： 5   外か らの 刺激に対して

笑顔や泣い て 反応 しま

すか 01LL嶋暖

016   人 見知 りを しますか はい 」hlしえ

0 諸 o   簡単な 模倣 （イ ナ ィ

・
イ ナ イ バ ー，バ ン

ザイ，バ イバ イ等）

を しま すか 口い 1馳いえ

  母親 への 後追い を

0 ； ユ2 しますか

口亀L い1」え

初歩以前   お と な し くて 手の か

か らない 子で したか 阻い いいえ

年 　齢 言語理解 晋語表出 対人 関係 ・行動

  「戸を しめ な さ い 1 ＊発語が 単語 として 2 語   視線が合 い ますか 巨い い1」え
噺 聞もって きて 亅 巳い 亀Lいえ

1
以上定着して い ますか

などの 簡単賦言語指 ．．．r−
  他児への 関心 が あ

示に応 じますか 随い い」
L
え   臼発的に 絵本な ど 、知

　 っている ものを直接指

り ます か

　　　　國i「
はい L蝋

  自分 の 名前をよばれ

　た らふ り1司きますか 匡い 1畷
さ して 名前を枳手 に 教

える こ とがで きますか

　く指さし行動

  多動 （又は媛慢 ）

　 ですか一一．1．．．．一．．．．．．．．尸瞳亙
且 ： 6

  楓手 か ら聞かれた ら

　指 さ しを しますか

第 2段階 〉 にい いいi

＜指さ し行動   離れ た 対象 （小鳥，人
第 1段階〉 自動車，お 菓子な ど）

を く 指 さし行動第 2段

階 〉 と同様 にで きます

か
く 指 さ し行動

はい い1圏え 第 詔段階 〉 肚い L蝋

〔］胎生期 ・周 生期 陳害があ りま したか　　　　 囗両親 に幼 児期 の 言 葉 の 遅れがあ りま し たか

口 ひ きっ け，大病 などを Lたこ とがあ りますか
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どの よ う な 流れ で タ イ プ分

けする か の 鑑 別 プ ロ セ ス を

示 した もの で あ る。 厂言 語

遅 滞型」 は 3 歳 時点 で も正

常 化せ ず，後 に 発達 障害へ

と発 展 す る 危険 性の 高 い も

2　 言語発達 遅 滞 児 〔発達性 言語 障害 ・精 神 遅 滞 ・

自閉症） の 乳 児期 の行 動特徴
　　　　　　　　　　　　　　　　　表 2　 言 語 発 達 遅 滞 児 （発 達 性言語 障 害 ・精神運滞 ・自閉症） の

　 表 2 で は，3 群 の言 語 発 達 遅 滞児
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 乳児 期 の 行 動 特徴
の 乳 児 期 の 行動 特徴を ま とめ て い る。

発達 性言 語 障害 （DS ） は，  模倣

と  三 項 関 係は 達成 で き る こ と か ら、

知 的 正 常，言 語 の比 較 的 予 後 良好 と

の
一

般的 特徴 の
一

端が すで に 1歳 6

か 月 まで の 時点 で 先取 り され て い る

と い え る。自閉症 （AU ）は，1歳
か ら 1歳 6 か 月 ま で の す べ て の項 目

に っ まずい て お り，DS と精 神遅滞

（MR ） よ りもは るか に広 範 な乳児

期 の 行動 発達 との 遅れ を，言語 獲得 以 前

に す で に顕 在 化 さ せ て い る と い える。

濕i欝 氈 ∴il鬪轢欝：1
糎 1亟 薬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

〔∵臨

雹
．
語 発 達 チ ェ ッ ク 項 目

                         
笑 喃 泣 人 模 後 活 二三 ふ 指 視 他 多 予 想 さ れ る

う 語 く 見 倣 追 発 項 り さ 線 児 動 該 当 項 Eヨ 数
知 い さ 関 向 し へ〔 言含 断 名
り 係 き の 緩

関 慢
心

）

共通 哩項目を含めて 発達性言讓障害
O 0 × xxX 合計 6項 目以上 （DS ）

共通 4項 目を含 めて 糖神 遅滞
xxx X 合計 8項目以上 （MR ）

共通 6項 目を含 めて 自閉症
× x × × xx 合計 9項 目以上 （AU ）

図 ⊥　 1 歳 6 か 月 時 点 に お け る 言 語 発 達 レベ ル 鑑 別 プ ロ セ ス

の と 予 測 され る，ケ ア必要群 で ある。こ れ と対照 的

に 「晩成 型」 は 単 な る 発 語の み の 出 遅 れ で あ り，ほ

か の ］3項 目 は 全 く正 常 で あ る か ら，ケア 不要群 で あ

る 。また，　 「境 界型」 は 「言 語遅 滞型 」 と 「晩成型

」 の 中間 に 位置 す る型 で ，3歳時 点 ま で に 正 常化す

る も の と，反 対 に発 達障害 へ と移行 する もの に 二 分

され、ケ ア 必 要 群で あ る。　「環 境因性 多動型 」 は t

一
種 の 情 緒 障害 とい えるの で ケ ア 必要群 とす る 。

4 　 1歳 6 か 月か ら 3 歳 へ の 転帰

　 「精 抻面 」 にお け る発達 障害が 主 に 言 葉 の 遅れ と

して 気づ か れ る こ と，こ の発 語が 1歳 6か 月 まで に

通 常 出現 し得る こ とか ら，1歳 6 か 月 時点は 言 葉 の

遅れ を 主 体 と した 精神 発達 障害 の 早期 発見，早期 ケ

ア の 時期 と指標 と して位置 づけ られ る。図 2は，1

歳 6 か 月時点 で 言 語 発達 レ ベ ル の 程 度で 分類 さ れ た

各 型が，3 歳 ま で に ど の よ う な 経過 ・転 帰 を た ど る

か を 予 測 した も の で ある。　「晩成 型」 の 発 語 状 況 を

みて み る と、1歳 6 か 月 時 点で 発 語 「無 」 が 大部分

で あ りな が ら も．その 後すべ て 言 語獲得が 順 調で あ

る の が特 徴的 で あ る。　「晩 成 型 」 は，3歳時 点 で 2

t ：6歳

言語遅滞型

團

匣

回

ハイ リ ス ク
・
グル

ープ （【）

3 ；o歳

ハイ リ ス ク ・グル
ー

プ （皿 ）
　．−Afi．”．・”一一tt一m．．．−tt「一幽一．．L．一．　．一一．→

3歳 までに 正幣化

梢神発達障害
・精神 遅滞
・発違 性言語 障吉・注意欠陥障害

．

卜
→ ［＝ 二亶コ

環境因性多動型
・．一．・．一・．

ハイ リス ク ・グル
ー．プ （皿 ）
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一 一一．・一｝　 　 環境因牲多動

図 2 　 1 歳 6か 月 か ら 3 歳 へ の 転 帰

語以 上 獲得 して い る こ とか ら，遅 く と も 3歳 まで に

は 正 常化 す る とい え る。

皿　 お わ り に

　 1歳 6 か 月 と い う 発達段 階 に おけ る 言 語発達 の 良

否 を判断す るに あ た り，発 語 状 況 だ けで な く，行動

発達 を 総合的 に 検討す る こ とが重要 で ある 。 1歳 6
か 月 時点で，発 語が 2 語 以上定 着せ ず，13項 目中不

通 過 の項 目が あ る 場合は フ ォ ロ ー
の 対 象 に す る の が

妥当で ある 。 作成 した言語 発達 チ ＝ ッ ク リス トは，

将来 発達性 言語障害 な どへ 発 展 す る 可能性 の 高 いハ

イ リス ク 児 を早 期 に 発 見 す る方 法 と して 活用 し得 る

もの であろ う。
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